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・近年は、医療系専門学校への進学が増加している。今年度
の３年次は公務員希望者が多いのが特徴的である。

・年度により志望傾向に違いはあり得る。生徒や保護
綾が何を求めているかを把握して、今後も適切なキャ
リア指導を推進したい。

北条北中学校長

・学習時間の目標は達成できているが、家庭学習の指導に関
する評価が一気に落ちている。個別の対応にひと工夫必要か
と考える。大学でも工夫しているが、中学校、高校での学習
時間が大学での学習時間に大きく影響している。

・出席停止の席があることが心理的に影響しているためか、
欠席が増加している。中学校でも遅刻や欠席する生徒が多い
が、高校で様々な学びの方向があるのは希望がある。中学校
の現場の状況を知っていただきながら、地域の各種学校が北
条高校と連携していきたい。

・地域への広報活動の評価は、コロナ禍での交流活動の制約
が影響している。学校外での活動が見られないのが残念であ
るが、来年度は機会が与えられるのではないかと希望を持っ
ている。

・教職員間の協力体制について、職場での「報・連・相」が
定着し、定数減の中で教員が密にコミュニケーションをとっ
ていることの効果が出ている。

・教職員一人一人の技能の向上だけに依存するのでは
なく、結束して問題解決していく取組を継続していき
たい。

・コロナ禍の影響でできないことに目を向けるのでは
なく、できることに着目して多くの教職員が模索し続
けることを今後とも重視していきたい。

・教職員のＩＣＴ技能は着実に向上しているので、こ
れまでの遠隔授業等のノウハウを生かして、個別の家
庭学習指導にも工夫を重ねていきたい。

・本校には、アクアランドのように環境保全に注力し
た施設を準備しており、地域の人々との交流を受け入
れてきた。今後もあらゆる機会をとらえて地域交流を
推進していきたい。

・総合研究発表会では、発表者や発表者へ質問する下級生を
含めて成長を感じた。地域の高等学校で育てていただいてい
る子供の様子を実感でき感謝している。
・本日の「私のライフプラン」発表会では、「視野を広げた
い」という意見発表が多かった。地域と関わっていろいろな
人と話すとよい。その時にはぜひ協力・連携していきたい。

・ヘルメットの着用状況では、数年前と比べ最近はみんなき
ちんとつけている。交通マナーもよく通学している。指導が
行き届いていると感じている。

・生徒たちが気持ちのいい挨拶、会釈などをしてくれるのが
よい。今後も自分から進んでできる子に育っていくといい。

・総合研究は、1年次「産業社会と人間」「私のライ
フプラン発表会」や、２年次「総合学習」を礎とした
学習の集大成なので、今後も生徒の思考力・表現力の
進展に尽力したい。

・今年度は、大きな自転車事故や重大な事故は起こっ
ていないが、今後も「命の授業」や全校集会等で機会
あるごとに公共の場におけるルール遵守やマナー定着
等の重要性等を周知徹底して意識を高めていきたい。

・自由闊達な子どもの教育に、子どもが伸び伸びと生きる場
として総合学科の学びはよいのではないか。県立学校として
多様な生徒や課題のある子どもを受け入れ、各生徒の興味の
あることを重点的に深めて勉強できるのはよいと思う。

・アーチェリー部、なぎなた部、レスリング部、書道部が全
国大会出場や優勝、ラグビー部１名がＵ18合同チーム西日本
代表で出場した。部員が少ない中頑張っている。

・総合学科の特徴は、中学校の進路説明会を中心に機
会あるごとに発信している。生徒の数だけ学びがある
というキャッチフレーズの下、生徒たちの興味・関心
を重視する教育活動を今後も推進していきたい。

・地域の活動も３年間コロナの影響でできていないが、４月
から活動の再開を検討している。生徒のみなさんにも参加し
てもらいたい。生徒数が減っているが連携して何か企画して
いきたい。

・毎朝の検温や昼食時の黙食徹底等、三密回避行動を
確実に行い、大きな支障を被ることなく教育活動が実
践できたので、第５類となっても感染症対策を怠るこ
となく地域の活性化に尽力し、地域の負託に応えてい
きたい。

・１年次生は全員何らかの部に所属し、集団社会の中
で年次を越えた仲間と学び合うことの重要性について
理解を促している。今後も推進していきたい。


